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これまで９回にわたって「ＣＭＭ」について紹
介してきました。その間、ＳＥＩはソフトウェ
アプロセスの改善に関して、着実にその適用範
囲を広げてゆき、その評価基準はＩＳＯの標準
になろうとしています。一方、具体的な取組み
として、国防総省ではソフトウェア業者の入札
基準としてレベル３以上であることが義務づけ
られました。もちろんその評価もＳＥＩおよび
ＳＥＩの委託を受けた業者が行うことになって
います。

＜CMM は、ソフトウェアプロセスの改善に対
する一つのよく考えられた技術アプローチにつ
いて述べている。成熟度とキープロセス領域と
共通の機能とキー実践方法は、ソフトウェア社
会において広く議論され、そしてレビューされ
たものである。CMM が完全でないとはいえ、
それはソフトウェア社会の広いコンセンサスを
得ており、ソフトウェア-プロセス-改善の取り
組みを指導するために有用なツールである。＞

これまで、ソフトウェア会社のあるべき姿や望
ましい在り方に関するいくつかの提案はなされ
たことはありますが、今回のＣＭＭのように、
ソフトウェアプロセスを分類し、それぞれのレ
ベルに応じた改善プログラムを提示したのはこ
れが初めてです。
それまで各ソフトウェアプロセスでは、自らの
組織の抱える問題に悩み、新しく開発手法や設
計手法が提案されれば、今度こそ自分たちの組
織を救ってくれるのではないかと、すがる思い
で取り組んできたのですが、残念ながら悉く期
待を裏切られてきたのです。
確かに、そこで提案されている方法は魅力的で
はあるのですが、今の自分たちの組織にとっ
て、とてもそこには届かないのです。開発の約
束すら守れない組織に、そのような取り組みを
持ちかけることなど出来るはずがないのです。
この種の取り組みが、研究され発表された通り
に、自分たちの組織に適用できることはほとん
どありません。チームを構成するメンバーのス
キルや経験、あるいは管理者の能力の違い、開
発の対象であるソフトウェアの分野の違い、
マーケットとの関わり方等も異なってくる。そ
れだけに、新しい手法を研究し、自分たちに取
り込めるようにアレンジしなければなりませ
ん。ところが、仕事が「約束」できないような
状態では、そのようなことを研究し、考える時
間などあるはずがありません。身近な例とし
て、わが国ではＣＡＳＥツール自体がまったく
普及しないのも同じ理由なのです。
そのようなとき、ＣＭＭは、組織のレベルに
あった訓練方法を提案してきたのです。つまり
先に述べたような状況が起きるのは、その取り
組みが、銀実の組織のレベルに合っていないか
らというわけです。
しかしながらＣＭＭは完全ではありません。い
や、これを取り入れようとするソフトウェアプ
ロセスが広がれば広がるほど、不完全なものと
なる可能性があります。すべてのケースを網羅
するようなものは期待できそうもありません。
もし、出来るとすれば、極端に汎用化したもの
になってしまうかもしれません。現に今でもＣ

成熟したソフトウェアプロセスでは、継続的に
改善していくことの意味が認識できていること
が想定されるし、そこでは技術的なことだけで
なく、プロセスを構成する「人」の問題が大き
いことも理解されているものと思われますが、
問題はそのレベルに達していないプロセスで
す。組織上は「チーム」という形態をとってい
ても、その実は単なる「個人」の集合であるよ
うな組織である場合が多いものです。そのた
め、ちょっとした工夫でプロジェクト管理がで
きて「約束」が守れるようになっても、そこに
は「人」がいない場合が多く、望ましい状態が
長く続かないで、何時しか元に戻ってしまう。
つまり、単に技術的に「できる」人だけで構成
されているようなプロセスでは、レベルを３以
上に上げることは無理と思われます。たとえば
レベル３に引き上げる重要なキーである「ピ
ア・レビュー」をとって見ても、それは単なる
「レビュー」ではなく、制作者の気付いていな
い「欠陥」を指摘する行為です。この行為が、
効果的に実施できなければレベル３を確保でき
ません。その意味でも前回紹介した「Clean
room 手法」はレベル３以上の組織でなければ実
現しないはずです。そして、そのような「ピ
ア・レビュー」は、一歩間違えれば相手を傷つ
けることになる以上、メンバー相互の信頼が前
提となり、そこに人間的に優れたリーダーがい
なければこれは実現しないはずです。
チームのメンバーの性格を理解し、メンバーが
お互いの個性を認めた上で、議論できる範囲を
認識していなければなりません。これは、文字
に書くほどには容易ではありません。現に多く
の組織（チーム）では、どうしても遠慮がちに
なってしまい、「ピア」なレビューができない
ことが多いものです。どこまで踏み込んでいい
のかの判断が難しいのです。
また、レビューと同じように難しいのは、プロ
セスのデータをとることです。これも一つ間違
えると各人の能力比べになってしまい、「管
理」の匂いが強くなって反発を招き、挙句の果
てはチームを維持できなくなる危険を含んでい
ますが、このプロセスデータの定義もレベル３
に引き上げる条件に入っています。
このようにレベル３に到達するには、いわゆる
テクニックだけでなく、優れた人間性が要求さ
れています。
従って、将来にわたってソフトウェアプロセス
の改善を試みようとする組織の管理者は、ＣＭ
Ｍの提案を取り入れると同時に、人間的にも優
れたリーダーを確保しなければなりません。

　　　　　　　　　　　　（完）◆

６―５ 将来の方向（続）
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ＭＭに関して、多方面
からいろいろな意見が
出されています。いわ
ばＣＭＭの欠陥です。
しかしながら、そのこ
とはＣＭＭの評価を下

げることになはならないでしょう。これこそは
新しい分野で適用しようとする現われでもある
のです。その組織に適した訓練方法を探すこと
については、広くコンセンサスが得られたと思
われます。

＜CMM は、訓練され一貫した方法で、ソフト
ウェア製品の管理と開発を改善するための考え
方を提供する。それはソフトウェア製品が首尾
よく構築されることを、或いはソフトウェア工
学において全ての問題が十分に解決されること
を保証する訳ではない。しかしながら、ソフト
ウェアの開発組織がコストと品質と生産性の目
標を達成できる可能性を改善できるということ
を、 CMM に基づく改善プログラムの最新の報
告書で示されている。＞

ＣＭＭは、ソフトウェアプロセスの改善方法を
体系だって提案したものであり、その解決方法
の一部を提示するものです。したがって、これ
だけで優れた品質のソフトウェアが作り出され
るという保証などありません。実際、優れた品
質のソフトウェアを作り出すのに大きなウェイ
トを占める「人材の確保」については、ＣＭＭ
は何も触れていません。そのような人の探し
方、面接の方法、そして彼等を定着させる方法
などに関しては一言も言及していません。
したがって、ＣＭＭで述べていることは、ソフ
トウェアプロセスを改善するいくつかの方法で
あって、これ以外に、それぞれの組織の事情に
応じて、ソフトウェアプロセスを改善する手だ
てを考える必要があります。それでも、ここで
述べられたことは、品質と生産性の向上を達成
するための、重要な手だてであることには間違
いのないところです。

＜CMM は、成熟したソフトウェアプロセスの
ための実践方法を明示し、そしてその実践の事
例（時には最新の科学水準の）を提供している
が、それは徹底的、あるいは強制的に行われる
ものではない。CMM は効果的なソフトウェア
プロセスの特徴を明示するが、成熟した組織
は、プロセスだけでなく人々や技術も含めて、
プロジェクトの成功に対するに全ての問題の本
質的要素について言及する。＞
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▲統一地方選挙の先陣を切って実施された、東京と大阪の知事選挙で、既成政党の
支持を受けない候補者が当選した。それも僅差ではなく圧倒的勝利である。特に東京の場合、有
力な候補者が揃ったなかで、まったく街頭に出なかった青島氏が当選した。
▲世界が大きく変化している中で、日本の役割がいつまでも示されないし、経済状況だって、政
府や日銀が言っていることと現実とが、誰の目にも食い違っていることは明らかである。その
上、これまでの政党の「枠」から、一歩も出ようとしないうさん臭い既成政党に対して、「無党
派層」が拒否反応を示したといえよう。
▲政治は政策の実施順序をどう決めるかの問題である。確かにやらなければならないこと（政
策）は、誰が考えても同じ様なものになるかもしれないが、与野党相乗りで推薦するということ
が何を意味するか、いくら民主主義が根付いていないこの国の市民でも気付いていよう。
▲ただ地方選挙と違って、この後の参議院選挙は小選挙区制と比例代表制で実施される。そこに
は「無所属」という「政党」は存在しない。このままでは今回明確な行動を示した「無党派層」
が票を投じる場がない。「無党派党」なるものが間に合わなかったとき、彼等は一体どのような
行動をとるか。日本の明日にとって非常に大きな問題になるだろう。

10

のの「無 党 派 層無 党 派 層」 乱反
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鐘鐘
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音音

ム
レ
ス
で
も
糖
尿
病
に
な
る
時
代
で
あ

る
。
そ
う
な
る
と
、
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
。
自
分
の
好
み
に
基
づ
い
て
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
生
活
全
般
が
満
た

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
当

然
の
帰
結
と
し
て
「
多
様

化
」
が
始
ま
る
。
流
行
の
方

向
に
行
く
者
も
あ
れ
ば
、
逆

に
目
立
た
な
い
方
向
を
選
ぶ

者
も
い
る
だ
ろ
う
。
多
く
の

場
合
、
最
初
は
た
い
し
て
深

い
意
味
が
無
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
日

常
生
活
の
中
で
、
そ
の
多
く

は
自
己
の
ス
タ
イ
ル
と
変
化

し
て
い
く
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。

子
供
の
養
育
の
環
境
で
も
、
女
子
の
場

合
、
昔
は
「
女
の
子
は
・
・
・
」
と
い
う

環
境
で
育
て
ら
れ
、
理
屈
っ
ぽ
い
の
は
嫌

わ
れ
た
り
し
た
が
、
今
で
は
「
女
の
子
で

も
・
・
・
」
と
い
う
環
境
に
変
化
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
家
庭
の
中
で
、
女
の
子
を

育
て
る
環
境
が
既
に
変
化
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
勿
論
、
男
の
子
に
対
す
る
養
育
環

境
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、
大
勢
は
寧
ろ
少

子
化
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
る
方
向
に

変
わ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
は
多
様
化
し

た
生
き
方
や
考
え
方
を
も
っ
た
人
を
迎
え

か
　
　
　
　
　
ね

50

る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
困
っ
て
い
る
人
を
見
る
と
、
黙
っ

て
お
れ
な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が

生
き
方
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
被
災
地
の

状
況
を
み
て
二
週
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
を
申
し
出
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
と

き
、
企
業
の
責
任
者
は
ど
う
す
る
だ
ろ
う

か
。
「
前
例
が
な
い
」
と
い
っ
て
拒
否
す

る
だ
ろ
う
か
。
登
山
を
趣
味
と
し
て
い
る

人
だ
っ
た
ら
、
海
外
の
山
に
登
る
た
め
に

三
週
間
の
ま
と
ま
っ
た
休
暇
が
欲
し
い
と

と
言
う
か
も
知
れ
な
い
。
彼

ら
は
仕
事
よ
り
趣
味
の
方
が

大
事
だ
な
ん
て
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
趣

味
や
生
き
方
を
仕
事
で
犠
牲

に
し
た
く
な
い
だ
け
で
あ

る
。
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な

趣
味
の
活
動
を
続
け
る
た
め

に
仕
事
を
す
る
と
考
え
る
人

も
い
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
そ

の
よ
う
な
休
暇
を
認
め
な
い

の
な
ら
、
最
初
か
ら
そ
の
よ

う
な
人
を
採
用
し
な
い
よ
う

に
す
る
し
か
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
は
一
歩
間
違
え
れ
ば

「
思
想
・
信
条
に
よ
る
差
別
」
に
引
っ
掛

か
る
し
、
第
一
、
入
社
し
た
あ
と
で
、
そ

の
よ
う
な
生
き
方
、
考
え
方
を
身
に
付
け

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
　
―
　
◆
　
―
　
◆
　
―

「
個
人
の
生
き
方
、
考
え
方
が

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
い

企
業
は
生
き
残
れ
な
い
だ
ろ
う
」
こ
れ
は

数
年
前
に
住
友
銀
行
の
取
締
役
を
辞
任
し

て
、
五
三
歳
に
し
て
真
言
宗
の
沙
門
と

な
っ
た
島
村
大
心
氏
（
本
名
島
村
忠
雄
）

の
こ
と
ば
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
こ
で
い
う
「
理
解
す
る
」
と
は
「
許
容

のの

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

こ
れ
は
漱
石
が
教
え
子
の
野
村
伝
四
に

宛
て
た
手
紙
の
一
節
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
こ
で
言
う
書
物
と
は
英
語
の
書
物

の
こ
と
で
、
漱
石
は
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
い
ち
い
ち
辞
書
な
ど
引

か
ず
に
ド
ン
ド
ン
飛
ば
し
て
読
ん
で
い

け
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
世
界
は
、

残
念
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
進
化
し
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン

や
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｏ
Ｓ
の
ほ

と
ん
ど
が
ア
メ
リ
カ
産
で
あ
る
し
、
何

よ
り
も
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
自
体
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

軍
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
中
心
と
し
た
多
く

の
研
究
機
関
だ
け
で
な
く
、
国
防
総
省

や
民
間
企
業
で
も
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
研
究
は
盛
ん
で
あ

る
。
向
こ
う
で
発
行
さ
れ
る
各
種
の
雑

す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
企
業
」
が
許
容
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
こ
に
い
る
人
た
ち
が
、
多
様
化
し
た
個

人
を
許
容
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
、
多
様
化
し
た
人
た
ち
が
、
統
計
的

に
能
力
的
に
劣
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
と

し
て
は
全
く
問
題
な
い
が
、
逆
に
統
計
的

に
優
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
、
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
大
多
数
を
占
め
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
彼
ら
を
許
容
で
き
な
い
で

は
企
業
は
存
続
し
え
な
く
な
る
。

「
金
太
郎
飴
」
―
こ
れ
は
、
何
処
を
み
て

も
同
じ
顔
を
し
た
社
員
の
い
る
企
業
を
揶

揄
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
戦
後
の
復
興
期

に
は
こ
の
よ
う
な
企
業
が
力
を
出
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
多
様
化
し
た
社
会
に

お
い
て
は
、
企
業
と
し
て
は
存

続
が
危
う
く
な
る
。

　
　
☆
　
★
　
☆
　
★
　
☆
　

多
様
化
し
た
生
き
方
を
持
っ
た
人
た
ち

が
、
企
業
と
い
う
共
通
し
た
目
標
の
な
か

で
如
何
に
協
業
で
き
る
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
企
業
存
続
の
条
件
で
あ
ろ
う
。
言
い
換

え
れ
ば
、
そ
の
人
の
生
き
方
を
因
数
分
解

し
て
、
（
い
い
仕
事
を
し
た
い
）
と
い
う

共
通
項
が
あ
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
■

誌
に
は
、
次
々
と
色
ん
な
ア
イ
デ
ア
や
研

究
の
成
果
、
そ
し
て
実
践
の
報
告
が
記
事

と
な
っ
て
発
表
さ
れ
る
。
新
し
い
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
設
計
手
法
や
、
欠
陥
を
出
さ
な

い
新
し
い
開
発
手
法
な
ど
も
、
次
々
と
発

表
さ
れ
る
。

日
本
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
内
の
ほ

ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う
え
日
本

の
大
学
関
係
者
の
発
表
も
、
そ
の
多
く
は

ア
メ
リ
カ
等
で
発
表
さ
れ
た
手
法
の
紹
介

が
中
心
で
あ
っ
て
、
自
分
の
研
究
成
果
で

あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
だ
か
ら
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
世
界
で
、
仕
事
を
続
け

て
い
く
に
は
、
絶
え
ず
海
外
で
出
版
さ
れ

る
雑
誌
に
目
を
通
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
特
に
若
い
頃
か
ら
英
語
の
記
事

や
資
料
に
な
れ
親
し
ん
で
お
く
こ
と
は
、

そ
の
人
の
一
○
年
後
に
大
き
な
意
味
を
持

つ
は
ず
で
あ
る
。

今 月

の
一 言

「
君
が
英
文
が
下
手
な
の
は
、
　
　

　
書
物
を
沢
山
読
ま
ん
か
ら
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
夏
目
漱
石
）

多多

様様

化化

今
年
は
戦
後
五
○
年
に
あ
た
る
。
私
は
戦

後
に
生
ま
れ
た
の
で
戦
争
そ
の
も
の
は
知

ら
な
い
。
だ
が
、
戦
後
の
不
足
の
時
代
は

少
し
は
体
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
五
○
年

の
内
の
半
分
は
、
所
謂
戦
後
復
興
の
過
程

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
、

人
々
の
意
識
は
食
べ
る
事
で
あ
り
、
着
る

こ
と
で
あ
り
、
洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
や
テ
レ

ビ
を
手
に
い
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ

ば
「
満
た
さ
れ
る
」
こ
と
が
生
き
が
い
で

あ
り
、
そ
こ
に
各
人
の
生
き
方
や
考
え
方

を
置
い
て
き
た
。
四
○
代
以
上
の
人
に
は

思
い
当
た
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
対
し
て
、
後
半
の
二
五
年
は
経
済

的
に
復
興
し
、
概
ね
満
た
さ
れ
た
状
態
で

今
日
ま
で
来
て
い
る
。
八
割
以
上
の
人
が

「
中
流
」
を
意
識
し
て
い
る
と
言
う
こ
と

も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
月
に
数
回
し

か
乗
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車

を
所
有
し
て
い
た
り
、
最
近
の
耐
久
消
費

財
の
消
費
活
動
の
形
態
が
「
買
い
替
え
」

で
あ
る
こ
と
も
「
満
た
さ
れ

た
」
状
態
に
あ
る
こ
と
を
表
し

て
い
る
。

食
べ
る
も
の
が
無
い
時
は
、
食
べ
物
な
ら

何
で
も
よ
か
っ
た
。
着
る
も
の
が
な
い
と

き
は
、
清
潔
な
も
の
な
ら
そ
れ
で
よ
か
っ

た
。
だ
が
、
食
べ
物
は
店
に
溢
れ
、
ホ
ー

　
た
だ
い
る
だ
け
で

あ
な
た
が
そ
こ
に

た
だ
い
る
だ
け
で

そ
の
場
の
空
気
が

あ
か
る
く
な
る

あ
な
た
が
そ
こ
に

た
だ
い
る
だ
け
で

み
ん
な
の
こ
こ
ろ
が

や
す
ら
ぐ

そ
ん
な
あ
な
た
に

　
わ
た
し
も
な
り
た
い

　
　
　
（
相
田
み
つ
を
）


